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た。我が国では平成 14年 8月 9日 に 「固定資
産の減損に係わる会計基準の設定に関する意
見書」 (以下、「減損会計意見書」 という)が
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減損損失が生じているかの認識








































































































































































































基準 (International Accounting Standards:
IAS)に おいては、IAS36に おいて資産の減
損 につ いて包括的 に規定 してお り、 また
米国財 務会 計基準 (Financial Accounting





















































































































































































表 2 固定資産に係る会計処理例 (減損処理なし、あり)




減損処理 収 益 320
減価償却
減損





今、取得原価 300、 耐用年数 5年、残存価
格 50、 定額法で処理されている機械を保有 し
ていると仮定する。 1年 目、 2年目の当該機
械によって得 られる収益は100で あったが、




















































































































(注5)こ の点について辻山 [2003]に おい
ては、「このような結論が導かれたのは、




















(注 6)石 川 [2001]においては、「・… FASB
方式では、先に述べたように④ (減損認識










るといえる (括 弧内傍点部は筆者追加 )」
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